
- 11 -

ところが福島第一原発事故の情報の収集は混乱したらしい。地震と津波で肝心の

通信線が破断、電源が破壊、オフサイトセンタ－は機能しない、 も機能しなSpeedi

い，情報が入ってこない、そして危機管理のあり方として根本的間違いを犯したの

は最高責任者であり、最高指揮官たる首相が災害現場に飛び出して行ってしまった

ことにある。重大事故発生中，対策本部を留守にするとは首相としての自覚が欠如

していたとしか思えない。しかも官房長官が必死になって止めたのを振り切って行

っしまった行為は批判されて当然であり、最高指揮官として不適であることを自ら

証明したようなものだ。

その重大な時間帯に次なる大事故が進行中であり，その対策の時間を奪ってしま

ったことは重大な過失になる。その行為に対して東京電力本社が批判するのは当然

だし国会事故調査報告書で首相の行為は軽率すぎると批判するのも当然だ。


